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中下裕子・有害化学物質汚染の危機と人間の責任
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願 ❺ 固

化学物質汚染の危機

人間は、自分の肉体の外にも

うひとっ自分の肉体をもってい

ま す。 つ ま り 、 そ れ ぱ ’ 自 然”

で す。

人間は、空気・水・食物なし

では生きられない存在です。そ

の意味で、人間にとっで自然”

とは、まさに自分自身の肉体に

ほかならないのです。

いま、その自然が、ダイオキ

シン・環境ホルモンなどの有害

化学物質によって蝕まれていま

す。これらの化学物質は、生体

内であたかもホルモンのように

ふるまって、生体の内的システ

ム（内分泌系・脳神経系・免疫

系）を撹乱するのです。そして、

人間や生物の行動や発達、生殖

機能、免疫機能などに重大な影

響 を 及 ぽ す の で す。 ま さ に 人

類は、化学物質汚染による種の

存続の危機に直面しているとい

っても過言ではありません。

朧 朧 卜

汚染の地球規模の広がり

このような汚染は、気流や食

物連鎖を通じて地球全体に広が

っています。もはやこの地球上

には汚染のない場所はありませ
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ん。一見、汚染とは無縁に見える北極の海洋も汚染
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中 下 裕 子

されています。むしろ、汚染物質は極地方の海洋に

溜まりやすくなっています。このため、海産物を食

用とするイヌイットの人々の体内には、先進国の私

だちよりもはるかに高濃度の汚染物質が蓄積されて

いるのです。彼ら白身は、自然と調和した生活を営

み、汚染を排出していないにもかかわらず、です。

さらに蓄積された汚染は、胎盤や母乳を通じて移行

し、何の罪もない子や孫たちに苦しみを与え続ける

のです。先進国の罪は重大です。

❼ 潤 魯

最大の被害者は胎児・乳児

特に心配されるの洞胎児や乳児への影響です。母

胎に蓄積された汚染物質は、胎盤・母乳を介して胎

児・乳児の成長に重大な非可逆的影響を及ぼすこと

が指摘されています。胎児期や乳児則に汚染を受け

たために機能奇形が生じ、精子数の減少、停留精

巣、子宮内膜症、不妊症、アレルギー、自己免疫疾

患、性同一性障害、知能指数の低下などの影響が現

れる可能性があるのです。もはや、母胎は胎児にと

っての安全な生息場所ではなく、母乳は乳児にとっ

ての安全な飲料ではないのです。むしろ、機能奇形

を生む危険環境・危険物と化しているといえます。

私自身、一児の母ですが、国民会議の運勁を始め

るまで、まさか、自分の肉体や母乳がわが子にこれ

はどの危険を与えていようとは、思いもよりません

でした。そのことを知って、私は、自らの無知と子

どもに対する無責任さに恥じ入る思いでした。そし

て、この運動を始めて本当に良かったと改めて思い

ま し た。

私たちは、このような状況をただ黙って見ているだ

けでよいのでしょうか。子どもたちや野生生物には

なすすべもないのです。子どもたちが安全に生まれ、

成育できる環境を一日も早く取り戻さなければなり



ません。それが私たち大人の責任というものではな
いでしょうか。

■・副

影響の遅発性と科学的証明主義の限界

さらに、問題なのは、胎児期や乳児期の汚染の影

響がずっと後になって、数十年後に現れることも少

なくないことです。このため、因果関係の解明は短

期間では不可能です。また、汚染原因となる化学物

質の数は多く、相互に複合的に作用し合っています。

このような状況を考えると、汚染メカニズムの科学

的解明は容易なことではありません。

しかし、科学的に解明できないということは、決

して悪影響がないことを意味してはいません。それ

は、単に私たちの無知を示しているにすぎないので

す 。

したがって、取り返しのつかない事態が起きる前

に、私たちは「疑わしきは罰する」という予防原則

に立って対策を実施しなければなりません。しかし、

政府の態度を見ていると、相変わらず、従来の科学

的証明主義に固執しています。わが国には、水俣病

事件やカネミ油症事件など、対策の遅れが多大な犠

牲を生んだという苦い経験があるにもかかわらず、

で す。

● ・ ・

危機の構造とその回避策

しかし、政府だけが問題なのでしょうか。当時も、

早期対策の実施を求める運動がありました。しかし、

大多数の国民は行動を起こすことなく、政府の対策

の遅れを許してしまったのです。その意味で、責任

の一半は、主権者としての国民自身にもあります。

政府に反省を求めると同時に私たち自身も、主権

者としての自らのあり様を深く反省しなければなら

ないのではないでしょうか。

そもそも、この危機は、利便性の欲求から自然界

にない化学物質を大量に作り出して環境中にバラま

くとともに、大量生産・大量消費・大量廃棄型のラ

イフスタイルを続けてきた私たち自身が生み出した

ものです。したがって、この危機を回避するには、

個人の生き方から、事業・生産活動のあり方まで、

私たち人間の生き方を、 “自然の掟 ”に従った持続

可能なものへと抜本的に転換しなければなりませ

ん。そのためには、①既存の制度・システムの抜

本的な変革と、②国民自身の意識改革とライフス

タイルの転換が求められています。

・ - 鴎

国民会議の役割

国民会議は、このような二つの変革を推進し、そ

の実現を図ることによって危機を回避する目的で設

立された国民的組織です。

制度やシステムの抜本的な変革は、立法府や行政

府だけでできるものではありません。市民・ＮＧＯ

の主体的な参画が不可欠です。変革期においては、

為政者よりもむしろ大衆が先導的役割を演じること

は、既に歴史が証明しています。今こそ、ＮＧＯの

出喬の時です。

しかし、システム変革のための政策を提言するに

は、ＮＧＯ自身がその立案能力を有していなければ

なりません。そのためには、学際的専門家と市民と

の協力が必要となります。従来、専門家は、自分の

研究分野に閉じこもり、市民運動とは距離を置きが

ちでした。それには市民運動の側にも問題があった

と思います。しかし、今、人類の危機を回避するた

めに、あらゆる障壁を克服して、両者が協力し合う

ことが求められています。

国民会議では、従来の枠組みを超えて、学際的専
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門家と市民とが協力し合って政策を練り上げ、各界

に提言しています。１９９８年９月の発足以来、ダイオ

キシン緊急対策についての第一次～第三次提言及び

循環型社会基本法の立法提言と、四次にわたって政

策を提言し、内閣官房長官をはじめ関係閣僚、国会

議員の方々と直接意見交換を行って、その実現を要

請しました。このような政策提言活動は従来になか

ったもので、内外からも高い評価を受けています。

■ ・ 卸

組織拡大プロジェクトの提案

しかし、国民会議がこれらの提言の内容を実現す

るとともに、今後一層充実した活動を行うには、も

っと多くの人々に、国民会議の活動を浸透させ、世

論の圧倒的支持を得ることが必要です。また、国民

自身のライフスタイルの変革を推進するには、一人

でも多くの人々に国民会議の活動趣旨に共感してい

ただき、会員としてこの運動に加わっていただくこ

とが求められています。国民会議の運動が成功する

かどうかは、どれだけ多くの人々の主体的参加を得

ることができるかにかかっています。その意味で、

会貝の拡大は、国民会議が総力を挙げて取り組むべ

き重要な課題なのです。

そこで、専門プロジェクトを設置して、国民会議

の一大運動として組織拡大に取り組むことを提案し

ます。どのようにすれば、あらゆる階層・年齢・職

域の人々に、この運勁に共鳴し、会員として参加し

ていただけるのかをよく検討する必要があると思い

ます。プロジェクトの具体的内容につきましては、

現在、常任幹事会で案を練っているところです。案

力郵寝定しましたら、早速次号でお知らせして、広く

皆様からの参加を募集したいと考えておりますの

で、よろしくお願いします。

ＯＮＥｖｖｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．５
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今、行動を起こすとき

以上述べてきましたように今、私たちに求めら

れているのは、危機を回避するために、人間の生き

方を抜本的に変革するということです。危機は刻々

と進行しており、年々その速度を早めています。私

たちに残された時間は決して長くはありません。今、

もし、人類が目先の経済的利益にとらわれて、抜本

的対策の実施を先送りにすれば、その結果は、人類

の集団自殺です。

人間が文化をもち、洞察力をもっているなら、今、

何をすべきかは明らかです。直ちに、危機回避のた

めの行動を起こすこと、つまり、自らのライフスタ

イルの抜本的変革に着手することです。危機を回避

して、２１世紀には、子どもたちや生物か安心して生

まれ育つことのできる環境を回復しなければなりま

せん。それが私たち大人の責務です。その意味で、

今、問われているのは、人間のあり様とその尊厳な

の で す。

国民会議は、そのような人間自身の自己変革活動

を統合する組織として、歴史的な役割を担っていま

す。ある意味で、国民会議の成功には、危機を回避

できるかという人類の命運がかかっているといえま

す 。

今こそ、日本中の「良心」を国民会議に結集する

時です。一人でも多くの皆さまが、このような自覚

と誇りをもって、一人でも多くの人々に、この歴史

的運動への参加を呼びかけていただけたらと願って
います。子どもたちのために、地球上の全ての生物

のために、そして、何よりも人間自身の尊厳を守る

た め に → こ そ 行 動 の 時 で す。



今、なぜ「循環型社会基本法（６）」か
国 民 会 議 が 第 ４ 次 提 言 を 提 出

１⊆ご番贈無面無諧謔皿尹

瘤

ＪＩ

４ｉｌ

ＪＩ哨｜司｜１１１１１窄り賜暇叩回７ＷＩ呻町｜珊淵育同悶｜琴｜引閤ｉｉｌｌｌｌ７罵

！
Ｊ
！
％
く

２１世紀は「環境の世紀」と言われるほどに環

境問題は脚光を浴びています。現在、環境基本
法とは別に、循環型社会構築のための基本法案
の上程に各党がしのぎをけずっています。確か

に環境基本法が存在しつつ、何ら具体的な環境
施策が進まない我が国の現状を鑑みれば、何ら
かの立法が必要であるとは思われます。しかし、

実効性の薄い中途半端な法律が策定されれば、
かえってその後の制度構築の弊害になること
は、過去の経験から明らかです。私たちは、積

極的に立法作業に加わって、私たちの主張を反
映させていかなければなりません。

循 環 型 社 会 と は 、 大 量 生 産 ・ 消 費 ・
廃 棄 の シ ス テ ム を 見 直 す こ と

産業社会の出現にともない、「大量生産・人

量消費・大量廃棄型」のライフスタイルが定着

し、２０世紀に入ってからは、大量の化学物質が

発明、利用されるようになりました。人類は鉱

物資源を含む限りある資源を費消し、地球上に

存在しなかった有害化学物質をまきちらし、あ

るいは不適正に大量の廃棄物を処分し、人類を

含む生物圏の循環と多徐既を損ねるに至ってい

ます。滅亡への道を突き進んでいると言っても

過言ではないのです。時間的猶予がないことを
一人ひとりが自覚しなければなりません。

それでは、社会を滅亡させず、持続させるた

めにはどうしたらよいのでしょうか。一つは、

物質の流れを生産から廃棄までのー・方通行では
なく、止産の後に利用、再利用を繰り返す循環
型もしくは螺旋型にする。しかも「大量」の流
れではなく、必要最小限の流れにすること。も

う一つは、有害化学物質の使用を制限し、循環
させないことの２点をみたす「循環型社会」を

構築しなければなりません。

「 循 環 型 社 会 」 構 築 の た め に は
法 に よ る 規 制 が 必 要

上記のような「循環型社会」を構築するため

には、生産活動から社会・家庭生活にいたるま
で、そのあり方を自然循環に合致し、環境負荷

が少ないものに転換しなければなりません。当

然、消費者も事業者も行政も意識改革が迫られ
ます。しかし、従来の市場原理に委ねれば、利
便性と経済性が第一に追及され、環境負荷の高

低は考慮の外となってしまい、意識改革をしな
ければならないとお題目を唱えても事態が改善
されないことは必至です。意識の変革を促すよ
うな社会・経済システムを、法規制をもって構

築することが必要となるのです。

私 た ち の 提 言 す る
「循環型社会基本法（仮称）」とは

私たちの提言する法案の基本理念は、①廃棄
物の発生回避、再利用、再資源化、サーマル・
リサイクル、適正処理という施策ｆぶＳ先順位の明

確化、②拡大生産者責任（ＥＰＲ）の確立、③排
出事業者責任の徹底、④デポジット制・環境税

（課徴金）の導入、⑤市民参加システムの確立
及び情報開示制度の整備、です。ことに、単な
る理念法ではなく、具体的な義務を条項化した
点、施行のために必要とされる対象品目ごとの
個別法の条項も策定した（策定中のものもある）
点が眼目となっています。（文責：鹿野美紀）
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きったかまさみ
橘 高 真 佐 美 （ 文 ・ 写 真 ）
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前回のニュースレターでも紹介しましたが、皆さん、ＰＯＰｓ（ポップ
ス、残留性有機汚染物質）という言葉をご

ＰＯＰｓというのは、いったんできてしまうとなかなか分解されずに、

地球上に広がっていくという性質をもつ有害な化学物質のことです。

ダイオキシンもこのＰＯＰｓのひとつです。現在、このＰＯＰｓ・ｉｒ１月際的に規

制するための』引祭条約作りが、国辿環境計画（ＵＮＥＰ）を巾心に行われ

ています。国民会議は、他のＮＧＯと協力しながらダイオキシンなどの

化学物質を国際的にもきちんと規制することを日木吻ｆｌ・μこ求めるため

に残留性有機汚染物質（ＰＯＰｓ）廃絶日本ネットワーク（略称ＪＰＥＮ）

の設立を呼びかけました。そして、そのネットワークから８名が、３月

２０日から６ロ問に渡ってドイッのボンで聞かれたＩＮＣ４（第４回政府間

交渉会議）と呼ばれる国際交渉会議にオブザーバーとして参加してき

ましたので、その様子をお伝えします。

↑これが国際交渉会誘のメイン会議室です。これはかつて国会議事堂として便われていた建物
だそうで、同心円状に席が配固されています。ＮＧＯは一番外側に座ります。

ｓＷＭＩＵｈ・

ｙ……でｉ；＝；１：１`，ｊ

し
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會２０００年２月２６日（日）に、四谷の上智大学で残留性有
機汚染物質（ＰＯＰｓ）廃絶日本ネットワークの設立総会
が行われました。この写真は、残留性有機汚染物質廃
絶国際ネットワーク（略称ＩＰＥＮ）の共同代表者である
ロメオ・キハノ博士が基調講演をしているところです。
ロメオさんは日本への輸出用ハナナを作るためにたく
さんの震薬を便い、その副作用に苦しむフィリピンの
村の農民の様子を写真を交えながらお話されました。
また有害化学物質のない社会をつくるためには、みん
なで声をあげることが大切、と日本ネットワークを力
づけてくれました！
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ｔ３月１８日（土）、いよいよボンに到着。
正式な国際交渉は３月２０日（月）か
ら２５日（土）までですが、その前に
世界中のＮＧＯが集まって国際交渉に
臨む戦略を話し合います。国民会議
は、事前に外務省、環境庁、通産省
にこの交渉についての申し入れを行
ったので、その時の様子やこの問題
に関する日本政府の考え方について
発表を行いました。週末の問に各国
の立場についての情報交換をしたり、
テーマ毎に戦略をたてたりします。

耳氷

・ Ｆ ｌ ａ 〃 ● ・ １ ● ｊ ・ 』 ｜ ミ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ｉ ｌ ・ ・ １ ｄ 、 ● ｌ ｄ ・ ・

¶ ｍ ・ - Ｉ Ｉ - - -

ご

゛ ４

ゼｓ・・じ．・・．．・．／

ビ ム ↓ び て Ｕ Ｒ Ｉ
ＩＧＲＥＥＮ？ａｌｃｒ

言ぞ；

ｌｌ`

ｋ 二：

二回
韓言

！ｋ・．

１１

Ｕ

會３月２０日（月）ＩＮＣ４が始まりました。国際環境ＮＧＯのグリーンピースは、会議場にやってくる各国の政府
代表に対して毎回パフォーマンスを行います。今回は「ダイオキシンを止めよう！」と書いたドラムと「毒
のない未来を」と筈いた横断幕を用意していました。
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↑３月１９日（日）ＮＧＯの集まりも
大詰めを迎えます。国際交渉会
議への参加のしかた（発言のや
り方、やっていいこと、やって
はいけないことなど）の説明を
受けました。日曜日の夕方には、
国連環境計画の事務局長である
トプファー氏（左から２番目）
かスピ一チをしてくれました。

４一会議場の中には、ＮＧＯの資料コーナーも用意
されています。アメリカのＮＧＯはこの交渉が
始まる前から「クリントン大統領、ゴア副大統
領よ、化学産業会の圧力に負けるな！」という
テレビ・コマーシャルを流しました。これは、
そのキャンペ一ンのホスター版です。かわいい
赤ちゃんの写真なのですが、「お母さんの眼、
お父さんの髪、そして化学業界からは有害化学
物質を受け継いでいます」というなかなか過激
なキャッチ・コピーがかかれているんですよ。
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昔日本の環境ホルモン研究の第一人者である井口
泰泉先生や、「奪われし未来」の共著者である
ビー ト ・ マイ ヤ ーズ 氏 も い ま し た ！ お 二 人
は、政府代表の方々に対する講演会のために参
加されていました。

會毎日、朝１０時から夜６時まで公式な交
渉会議は続きます。なかなか時間のない
中で、ホテルでの朝食の時は、グルーブ
内や他の国のＮＧＯと情報交換をできる
絶好のチャンス。みんな、真剣に話し合
っています。
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吟いつもパワフルな中下事務局長。休
憩時間もすかさす、日本政府代表に
話しかけに行きます。今回は、ボン
でも再度、日本政府代表団に交渉に
ついての申し入れをしたところ、き
ちんと説明・対応してくれました。
ボン滞在中は、日本政府代表と話し
合う機会もたくさんあり、とてもよ
いロビー活動の機会です。

會「奪われし未来」共著者のピート・マイヤーズ氏
は大の日本ひいき。私たちを日本料理屋さんに招
待してくれました。もちろん、ホンにある日本料
理店です。マイヤーズさんは、誠実な科学者であ
るだけではなく、人柄もすばらしくとっても楽し
い方です。ポンで一緒に食事をできたことは、今
回国際交渉での一番の思い出です。

ミ ｙ、

-

や毎朝、ＮＧＯは公式
な 会 議 が 始 ま る 前、
午前８時３０分に集合
し、前日の交渉で起
こっていたこと、各
国の立場の変化、そ
の日に注意しなけれ
ばいけないことなど
の 情 報 を 交 換 し ま
す。国際交渉会議の
会場の中に、ＮＧＯ
のための会議室もち
ゃんと用意されてい
る の で す。

４一日本政府代表団です。今回は６名の政
府代表（環境庁、通産省、外務省、農
水省）とオブザーバー３名の合計９名が
参加していました。９名も、と思われ
るかもしれませんが、いろんな会議が
同時進行で起こっているので、政府代
表も大忙しです。

今回の交渉では、日本政府とひんぱん

に意見交換ができたという意味で、参加

して本当によかったと思います。次回は

２０００年１２月に南アフリカのヨハネスブ

ルグで最終交渉、第５回政府間交渉会議

（ＩＮＣ５）が開催されますので、みなさ

んも交渉に参加してみませんか？第４

回の交渉の詳しい内容については、残留

性有機汚染物質廃絶日本ネットワーク

（ＪＰＥＮ）の会報でお知らせする予定で

す。ご興味のある方は、ぜひＪＰＥＮにご

参加ください！お申し込みは国民会議

事務局にて受け付けています。



日本政府は「廃絶」にぱ？（未定）”、「予防原則」にぱ十（賛成）”
残留性有機汚染物質廃絶国際ネットワーク、ＩＰＥＮは交渉のキーポイントである「廃絶」「予防原則」とい

う言葉に各国政府が反対か賛成かという一覧表を作成し、会場で配布していました。こうすることで、「賛成」

の国を増やそうというひとつの作戦です。この表はｈｔｔｐ：／／ｘｖｗｗ．ｉ叩ｎ．ｏ昭に掲載されています。

「廃絶」「予防原則」に対する各国の態度一覧表（？は未定、十は賛成、-は反対を表す）

国 廃 絶 予防原則
Ａｊｇｅｒｉａ
Ａｎｇｏｌａ
Ａｒ只ｅｎｔｉｎａ
Ａｆｍｅｎｉａ

Ａｕｓｔｒａｌｉａ（ＪＵＳＣＡＮＺ）
Ａｕｓｔｒｉａ（ＥＵ）
Ｂａｎｇｌａｄｅｓｈ
Ｂｅｌａｒｕｓ
Ｅ３ｅｌｇｉｕｍ（ＥＵ）
Ｂｅｎｉｎ
Ｂｏｔｓｗａｎａ
Ｂｒａｚｉ１
ＢｕｒｋｉｎａＦａｓｏ

Ｂｕｒｕｎｄｉ

Ｃａｍｅｒｏｏｎ

Ｃａｎ記ａ（ＪＵＳＣＡＮＺ）
ＣｅｎｔｒａｌＡｆｌ’ｉｃ£１ｎＲｅｐｕｂｌｉｃ

Ｃｈａｄ
Ｃｈｉｌｅ
Ｃｈｉｎａ
Ｃｏｌｏｍｂｉａ
Ｃｏｍｏｒｏｓ

ＣｏｔｅＤｌｖｏｉｒｅ

Ｃｍａｔｉａ

Ｃｕｂａ
ＣｚｅｃｈＲｅｐｕｂｌｉｃ
ＤｏｍｉｎｉｃａｎＲｅｐｕｂｌｉｃ

Ｅｃｕａｄｏｒ
ＥＩＳａｌｖａｄｏｒ

Ｄｅｎｍａｒｋ（ＥＵ）
Ｅｔｈｉｏｐｉａ
Ｆｉｎｌａｎｄ（ＥＵ）
Ｆｒａｎｃｅ（ＥＵ）
Ｇａｍｂｉａ
Ｇｅｏほｉａ

Ｇｅｒｍａｎｙ（ＥＵ）
Ｇｈａｎａ
Ｇｒｅｅｃｅ（ＥＵ）
Ｇｕｉｎｅａ

Ｈｕｎｇａｒｖ

ｌｃｅｊａｎｄ（ＪＵＳＣＡＮＺ）
ｌｎｄｉａ
ｌｎｄｏｎｅｓｉａ

ｌｒａｎ（ｌｓｌａｍｉｃｌｌｅｐｕｂｌｉｃｏＤ
ｈｌｙ（ＥＵ）
Ｊａｍａｉｃａ

ＪａｐａｎりＵＳＣＡＮＺ）
Ｊｏｒｄａｎ
Ｋａｚａｋｈｓｔａｎ

Ｋｅｎｙａ

Ｋｉｒｉｂａｔｉ
Ｋｕｗａｉｔ
Ｋｙｒｇｙｚｓｔａｎ

ＬａｏｓＰｅｏｐｌｅ’ｓＤｅｍ．Ｒｅｐ・
Ｌｅｓｏｔｈｏ

Ｌｉｅｃｈｔｅｎｓｔｅｉｎ

Ｍａｄａｇａｓｃａｒ

Ｍａｌａｗｉ

Ｍａｌａｙｓｉａ

Ｍａｌｉ

廃 絶 予防原則
ａｕｒｉｔａｎｉａＭ

Ｍｅｘｉｃｏ
？ｖｌｉｃｒｏｎｅｓｉａ（ＦＳＮ）
Ｍｏｎｇｏｌｉａ
Ｍｏｒｏｃｃｏ

Ｍｏｚａｍｂｉｑｕｅ
Ｍｙａｎｍａｒ

Ｎｅｐａ１
Ｎｅｔｌｌｅｒｌａｎｄｓ（ＥＵ）
ＮｅｗＺｅａｌａｎｄ口ＵＳＣＡＮＺ）
Ｎｋａｒ昭ｕａ
Ｎｉｇｅｒ
Ｎｉｇｅｒｉａ
ｒ４（）ｒｗａｙ（ＪＵＳＣＡＮＺ）
Ｏｍａｎ

Ｐａｋｉｓｔａｎ

Ｐａｎａｍａ

ＰａｐｕａＮｅｗＧｕｉｎｅａ

Ｐａｒａｇｕａｙ

Ｐｅｒｕ

Ｐｈｉｌｉｐｐｉｎｅｓ
Ｐ（）ｌａｎｄ

Ｉ）ｏｒｔｕｇａｌ（ＥＵ）
Ｑａｔａｒ
ＦｌｅｐｕｂｌｉｃｏｆＫｏｒｅａ（ＪＵＳＣＡＮＺ）
ＲｅｐｕｂｌｉｃｏｆＭｏｌｄｏｖａ
Ｒｏｍａｎｉａ

ＲｕｓｓｉａｎＦｅｄｅｒａｔｉｏｎ

Ｓａｍｏａ

ＳａｕｄｉＡｒａｂｉａ
Ｓｅｙｃｈｅｌｌｅｓ
Ｓｅｎｅｇａｌ
Ｓｉｎ邸ｐｏｒｅ
Ｓｌｏｖａｋｉａ
Ｓｌｏｖｅｎｉａ

ＳｏｕｔｈＡｆｒｉｃａ
Ｓｐａｉｎ（ＥＵ）
Ｓｕｄａｎ
Ｓｕｒｉｎａｍｅ

Ｓｗａｚｉｌａｎｄ
Ｓ３ｗｅｄｅｎ（ＥＵ）
Ｓ５ｘｖｉｔｚｅｒｌａｎｄ（ＪＵＳＣＡＮＺ）
ＳｙｒｉａｎＡｒａｂＲｅｐｕｂｌｉｃ
Ｔｈａｉｌａｎｄ
ＴｈｅＦｏｒｍｅｒＹｕｇｏｓｌａｖＲｅｐ．０ｆＭａｃ．

Ｔｏｇｏ
Ｔｕｎｉｓｉａ
Ｔ ｕ ｒ ｋ ｅ ｙ，

Ｕｇａｎｄａ
Ｕｋｒａｉｎｅ

ＵｎｉｔｅｄＫｉｎｇｄｏｍ（ＥＵ）
ＵｎｉｔｅｄＲｅｐｕｂｌｉｃｏｆＴａｎｚａｎｉａ
ＵｎｉｔｅｄＳはｔｅｓｏｆＡｍｄｃａ（ＪＵＳＣＡＮＺ）
Ｕｒｕｇｕａｙ
Ｕｚｂｅｋｉｓｔａｎ
ｖａｎｕａｔｕ

ｖｅｎｅｚｕｅｌａ

ｖｉｅｔＮａｍ
Ｚａｍｂｉａ
Ｚ皿ｂａｂｗｅ

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ５＠



ドイツの環境
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二-ダーザクセン州の農地を利用して立てられ
た風力発電機。ドイツでは風力で既に原発３基分
を超える電力を生産している＝ドイツ環境・自
然保護・原子力安全省提供

いとしか考えられない」という。異

常気象がヨーロッパの人々の高い環

境保全意識をさらに高めているよう

に 思 え た。

ドイツ政府は地球温暖化防止の観

点から火力発電所を、事故の危険性

と処理困個な放射性廃棄物の発生回

避の観点から原子力発電所をそれぞ

れ減らし、代わりに風力発電や太陽

光発電などの自然エネルギーの開発

に熱心に取り組んでいる。

政府は、こうして生産された電力

を電力会社に高い値段で買い収らせ

るなどの誘導策を講じたため、今や

ドイツの風力発電量は米国を追い抜

いて世界一。そのうえ自然エネルギ
ーの総発電量に占める比率を２０１０年

までに倍増することを定めた法律を

制定した。これなら２０１０年のＣ０２排

出量の１９９０乍比２５パーセント低減も

楽に達成できよう。事・故が多発して

もなお安易に原発増設に頼っている

日本がドイツから学ぶべきものは多

し稲

最 近 ５ 年

間、年に１度

はオフシーズ

ンの１月～３

月にドイツを

訪れ、進展す

る環境問題や

廃棄物政策を

追 っ て い る。

今 年 は ３ 月、

Ｈ）ＥＮとＩＮＣ４

（６ページ参

照）に参加し、

これを機に各

地を回った。

ドイツに来

るたび、驚くのは著しい暖冬ぶり。

ウィーン留学時代の１¶）６０年代前半、

ドィッは４月まで雪が積もってい

た 。

ところが、数年前から年々、暖冬

の程皮が進み、去年も今年もドィッ

全土にほとんど雪が降らない。ドイ

ツの人々は誰も、「地球温暖化のせ

１エｒＪＩＩ大学四獅川名英之

世界一となったドイツの風力発電

ΦＮＥｖｖｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ、５



Ｕターンしてきた米軍の
ＰＣＢ廃棄物
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藻屑

ＰＣＢ（ポリ塩化ビフエ二-ル）など在日米甲の有

害廃棄物約１００トンを積んだ貨物船がは国アメリカ

や委託処理場のあるカナダから入港を拒否されてＵ

ターンし、４月１８日、横浜港に戻ってきました。外

務省が駐日米大使館と折衝した結果、横浜港で陸揚

げした後、１か月以内に海外に運び出すことになり

ましたが、在日米車の保管しているＰＣＢ含有物が日

本全上の基地から撤去され、安令に処理されること、

および日本政府と在日米軍はＰＣＢを含む廃棄物がど

の米ポ基地でどれだけ保竹されているか、搬出先と

処分に至るまでの経過などすべての情報を公開して

国民の不安の除去に努めて欲しいものです。

カナダと米国で
陸揚げを断られて逆戻り
この船はパナマ船籍の民間貨物船「ワンヘ」（約

６万５０００トン）。同船には在日米軍が国内の各基地

で使川、陸単相模総合袖給廠（神奈川県相模原市）

に保管されていたＰＣＢを含む廃油やＰＣＢを使った変

圧器、ＰＣＢで汚れた布や木材など約１００トンの人っ

た１４個のコンテナが積載されていました。

§｜

江戸川大学講師
川 名 英 之

Ｍ〃＝

横浜港に戻ってきたＰＣＢ
（写真＝川名英之）

「ワンヘ」はこれらのＰＣＢ廃棄物や廃油などをカ

ナダのオンタリオ州にある国際ＰＣＢ処理会社「トラ

ンスサイクル・インダストリーズ」（ＴＣＩ、本社・

米国アラバマ州）の委託処理施設で処理するため、

劉詔３日、カナダヘ向けて横浜港を出港、「グリー

ンピース・カナダ」による抗議行動の中、バンクー

バー港に入港したが、荷揚げを拒否されました。こ

のため母国アメリカのワシントン州、シアトル港に
はんもく

入港したところ、ここでも断られ、横浜港本牧埠頭

に逆戻りしました。

横浜で環境保護団体の
Ｕターン抗議行動
４月１８日朝、「ワンヘ」が横浜港本牧埠頭に近づ

くと、環境保護団休「グリーンピース」などの約１００

人が坤頭周辺で、Ｆ汚染物を持ち帰れ」とシュプレ

ヒコール。接岸すると、抗議行動をしていた「グリ
ーンピース」の女性活動家４人が船に乗り込み、船

首部分に積まれているＰＣＢ廃棄物のコンテナの上に

腰を下ろして抗議を続けました。同日午後４時半ご

ろ、４人が「在日米大使館から安令に処理するとの

ＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲｖｏｉ，５Φ
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約束を得た」として、自主的に船を下りたため、問

題のコンテナが陸揚げされ、トレーラーで米軍の

港湾施設「横浜ノースドック」（十、４浜市神余川区）

の資材置き場に述ばれました。

国内法が適用されず、
不満つのる地元
外務省はこの種の川題では日米地位協定を優先し
て廃棄物処理法は適用できないという考え方をとっ
てますし、廃棄物行政を所管する厚生省と、ＰＣＢに
よる環境汚染の問題から関係がある環境庁は今回の

問題でも地元の神余川県と横浜市に対し、「日米地
位協定にかかわる問題」として、判断を外務省に委
ね、自らは何ら対応せず、情報の提供もしませんで
した。
このため神奈川県と横浜市はＰＣＢ廃棄物の陸揚げ
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や運搬などにどう対応したらよいか困惑していまし

た。結局、岸壁使用許可の権限を持つ同市の港湾局

カｑ）ＣＢ廃棄物などの危険物を港湾区域外に持ち出す

ことを条件に「ワンヘ」の岸壁使用を許可したので

すが、米軍側は保管場所を明らかにしないまま、問

題のコンテナを１４台のトレーラーに乗せて走り出し

ました。横浜市の担当者が車で後を追い、米軍カ付妾

収している枇浜港の「横浜ノースドック」（瑞穂埠

頭）に運ばれたことを確認、高秀秀信部市長が岸壁

使用許可の条件が守られなかったことに遺憾の意を

表明し、速やかに港湾区域外に搬出されるよう関係

方面に要請していく考えを明らかにしました。国が

何らバックアップせず、情報も提供してくれないこ

１- - Ｉ 「

Ｊ ； ｙ ｊ 干 弔 ← 夕 響 ￥ 司 ７
引ご……ｊ。，，………：▽………；，‘` ・-………・・，，；^ ゛゙ ’Ｉ？ｌ，゙ ，こ，ヨ。・，-，ｌ１・・，

ご回示

とに対して、神奈川県や横浜市の不満がつのってい

ま し た。

海外の廃棄物処理を認めない
カナダ
カナダ環境省によると、ＴＣＩに処理を許可してい

るのは国内で排川された有害廃棄物で、４りミ日米軍の

出したＰＣＢなど海外の有害丿超棄物は処川の対象にし

ていないという。しかしＴＣ扮司ｆ前にカナダ環境省

に問い合わせたとき、同省は「ＰＣＢ濃度が５０ｐｐｍ以

下なら問題ないと答えたｊと言い、バンクーバー港

で環境保護団体から陸揚げに対する抗議行動を受け

て、環境省の方針が大きく変わったことを窺わせて

います。米軍はＰＣＢ濃度が５０ｐｐｍ以下であることか

ら、輸出先のカナダ政府に対し、陸揚げの許可巾請

を提出していませんでした。バンクーバー港での陸

揚げ拒否は、米軍にとって予想外のことでした。

「グリーンピース・カナダ」はＰＣＢ廃棄物の適性か
つ安全な処理には反対していません。今回、陸揚げ

に反対した理由について、「ＰＣＢ濃度が５０ｐｐｍ以下

かどうか疑問。それに一度、陸揚げと処理を認めた

ら、その後何皮も運ばれてくる恐れがある」と説明

しています。

連邦法でＰＣＢの搬入を
禁止している米国
いっぽう、シアトル港で陸揚げを認めなかったの

は、アメリカでは外国からのＰＣＢ搬入を原則的に禁

じる法律；う個７（）年代に制定されているためです。米

国環境保護庁（ＥＰＡ）は１９９６年に焼却処理のために

ＰＣＢ廃棄物の搬入を詔める規則を定めましたが、環

境保護団体が裁判に訴え、連邦裁判所が翌９７年６月、

同庁の方針を違法（憲法違反）とする判断を示しま

した。その結果、同庁の定めた規則が停止され、海

外の米軍施設で使ったＰＣＢの廃棄物をアメリカに搬

入することはできなくなったのです。

「ワンヘ」はアメリカの環境保護庁と連絡を取り、
バンクーバー港に陸揚げできなかったことを伝え、

をアメリカでのＰＣＢ廃棄物一時保管を認めてくれる

よう求め、｜司庁が一時保管の特別許可を出しました。



同船がシアトル港に入港したところ、環境保護団体

や港湾労働組合が「他国の有害廃棄物の処理場にな

る」として陸揚げに抗議する行動を展開しました。

ワシントン州は一時的とはいえ、保管することは

ＰＣＢの持ち込みを禁止した連邦法に触れるという考

え方から、陸揚げを許可しませんでした。

日本の外務省は「ワンヘ」が横浜へＵターンした

時点で、駐日米大使館とワシントンの日本大使館を

通じ、米政府に「日本国内で処理すべきではない」と

申し入れ、その結果、米側から「横浜港で荷揚げし

た後、１か月以内に国外に搬出する」との回答を得

ました。しかしアメリカの連邦法では、先に述べた

とおり、政府機関や軍の物資であってもＰＣＢの搬入

を禁じているうえ、処理目的のＰＣＢ廃棄物持ち込み

を認める環境保護庁の規則が裁判の結果、停止され

た経過があります。それにアメリカの環境保護団体

「地球正義法的防衛基金」（本部・サンフランシスコ）

などが横浜で保管中のＰＣＢ廃棄物をアメリカに搬入

するならば、訴訟を起こして法廷闘争を行う構えを

見せています。この状況では現在、横浜港で保管中

のＰＣＢ廃棄物をアメリカヘ持ち込むことは困難とみ

られています。

このため米国防省は在日米軍の使用したＰＣＢ廃棄

物の処理について、国内処理を認めるよう新たな法

律の制定を求めています。

情報公開で明らかになった
在日米軍保管のＰＣＢ
ところで、在日米軍の使ったＰＣＢ廃棄物が米陸軍

１
　　　　ｍｌ

爽横浜ノースドックヘ搬入されるＰＣＢ入りコン
ｊテナ。トラックには、ＰＣＢを示すラベル（ク

際ラス９、その他危険物質）と海洋汚染物質であ
？ることを示すラベルが添付されている（拡大写
丿真上）。このラベルは、最初に搬出された時に

は添付されていなかった。今回、日本で大きな

ｉ騒ぎとなったため、新たに付けられた。（写真＝金子豊貴男相模原市議）

相模総合補給廠に保管されていることがわかったの

は、昨年２月のこと。１９７４年６月、ＰＣＢが化学物質

審査規制法（１９７３年１０月、制定）で定める「特定化

学物質」の第１号に指定され、製造・輸入が原則的

に禁止されたうえ、回収や保管が義務付けられまし

た。しかし在日米軍は全国各地の基地でＰＣＢをオイ

ルや変圧器（トランス）、コンデンサー、遮断機の

絶縁油などに使用していました。

神奈川県相模原市の金子豊貴男市議は米陸軍相模

総合補給廠で各基地のＰＣＢ廃棄物が保管されている

のではないかとみて米軍に問い合わせ、１９９９年２月、

米軍は保管している事実を認めました。同年３月、

在日米軍は日本の防衛施設庁に対し、「ＰＣＢは日米

双方の環境基準で安全、かつ適性に保管されている」

という趣旨の通知を送りました。

金子市議は保管の実態を知るため、さらにアメリ

カの情報公開制度を使ってＰＣＢ含有物の保管状況に

ついての情報公開を米軍に請求、その結果、同年４

月３０日と６月１８日の２回にわたってＤＥＭＯＡｓｉａ

Ｚｏｎｅｏｉｃｅから膨大な資料が公開されました。資

料は記号による表記などが多く、分析に時間がかか

りましたが、同年１２月、整理を終え、ＰＣＢ廃棄物な

どの処分に関する米軍とアメリカの民間処理会社の

契約書と併せて発表しました。

相模在日米軍の保管量は入手
資料１３５トン）の２倍以上か
これによると、ＰＣＢを含む廃棄物は米空軍の三沢

（青森県）、横田（東京都）、嘉手納（沖縄県）、海軍

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ．５Φ



の横須賀（神奈川県）、厚木（同）、佐世保（長崎県）、

陸軍のキャンプ座間（神奈川県）、沖縄の海兵隊な

どで使われたＰＣＢオイルやトランス、コンデンサー

などの廃油や使い古した各種機器、ＰＣＢを抜き取る

際に使った汚れたパレットなどの材木、布、グロー

ブ・ウエスト、バラスト、ベイントなどをドラム缶

に詰めたり、木座に乗せるなどして相模総合補綸廠

に集め、保管していることが分かりました。

その総量は公開されたものだけで、１３４．８トン

（２２６件）。米軍は、これらの廃棄物を同年７月２４日

までにカナダヘ搬出する予定でしたが、何らかの理

由で延期されていました。これらのＰＣＢ含有物は

Ｎ０．１１４倉庫から移ったＮ０．１７２倉庫、およびＮ０．１７３倉

庫に保管されていましたが、トランスは１部、野積

み状態でした。金子市議は、同補給廠に実際に保管

１９９８年度の会計報告

されているＰＣＢ含有物の総量は、入手資料の記載さ

れていた量の２倍以上と推定していました。

米国防総省の資料では
２５１トン保管か
４月２０日付けの『読売新聞、』によると、米国防

総省が１９９９年３月に作成し、議会に提出したＦ海外

米軍施設の外国製ＰＣＢについてＪと題する報告書に

よると、９９年１月現在、在日米軍施設で保管されて

いるＰＣＢの量は約２５１トン。濃度が５０ｐｐｍ以下のも

のがほとんどですが、１６トンは４９９ｐｐｍ以上の高濃

度だという。仮に、この量が正しいとすると、「横

浜ノースドック」で保管中の約１００トンが搬出されて

も、なお約１５０トンが日本国内に保管されているこ

とになります。

平成１１年１１月２０日の常任幹事会において承認されました。

紙面の都合で、会員の皆さまへのご報告が遅れましたことをお詫び申し上げます。

【１９９８年度収支報告書】自１９９８年９月１９日
一般会計：収入の部

至１９９９年９月３０日
支出の部 （単位：円）

科 目 科 目
呼びかけ人の会からの繰越（備考１） ７５２，９１０ 創立総会開催経費

第１回シンポジウム開催・弟１次提言費用

第２回シンポジウム開催・第２次提言費用
第３回シンポジウム開催準備費
その他シンポジウム・学習会開催経費
ニュースレター編集・印刷費

意見書印刷・発送費

入会案内印刷代
常任幹事会・委員会費用

書籍購入費（備考３）
通信費

文具代・雑費・仮払

回気，０６６

７７０，２４６

９０５，９４０

９，４５０

５４８，５３１

１７０，６７７

１１８，２１８

２９３，７９０

２５４，９５０

３４７，７６０

１，４３２，２０３

１８８，９４１

入会金及び年会費
シンポジウム・学習会参加費
書籍・資料頒布代
助成金③環境事業団②金労済）（備考２）
カンパ
預金利息

３，４１９，０００

４９５，０００

３４４，２４０

１，ｎ５，０００

１，５６４，００８

２２８

次期繰越 １２，２（５６，６１４
合 計 ；ア，（５Ｓ）０，３８６ 合 計 ７，６９０，３８６

（術考１）「呼びかけ人の会」とはダイオキシン・環境ホルモン対策国民会試ｆｌｌｌ立前の準備会の名称である。
（伽考２）①環境事業団４６５、０００円②仝労済（５皿０００円の合計組
（術考３）ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議編かもがわ出版発行の「提言ダイオキシン緊急対策」を出版社から買い収り、頒

布してその収入は収人の乱４Ｓ古排・４？絆｜・頒布代に計ト。している。

＠ＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲＶｏｊ５
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前 回のニュースレターで、ダマノス

キさんも強調しておられたように、Ｗ

ＴＯの存在と力を抜きにして環境や食

品安全の問題を考えることは不可能で
す。

２０００年２月号に掲載されています。１れています。
たとえばアメリカのガソリンに含ま国内で新しい規制基準を設けたり改
れる汚染物質を制限する規制が、ＷＴ廃する場合、ほとんど輸出入に関係し
○によって不公正だとされたり、ＥＵているので、ＷＴＯに通報し外国から
がホルモンの残留する牛肉の輸入を禁の意見を間かなくてはなりません。そ

これまで貿易のルールとして、ＧＡ止したのも不公正とされ、ＥＵは１億こでアメリカが反対しそうな規制基準
ＴＴ（関税と貿易に関する一般協定）１５００万ドルもの経済制裁を受けたななど、初めから作られていないのが現
が あ り ま し た 。 Ｇ Ａ Ｔ Ｔ 体 制 と は １ ０ ０ と で す 。 状 で す 。 Ｗ Ｔ Ｏ 交 渉 に お い て も 、 日 本
を超す国際協定が集まったもののこと以前の話ですが、イルカを保護する政府は農業の多面的機能や食糧安全保
でしたが、これをもっと強化するためため、イルカを一緒に捕ってしまう漁障などを認めるように主張し、膨大な
に、１９９５年に発足したのがＷＴＯ法でとれたマグロの缶詰の輸入をアメ数の国内向けパンフレットまで作りな
（世界貿易機関）です。ＷＴＯに加盟万り力が禁止したことがあります。するがら、ダンピング制裁の緩和と引き替
する国は、これまでバラバラに加盟しとメキシコがこれに対して争い、アメ１えに撤回しそうになったのです。これ
ていたＧＡＴＴの各協定について、全り力が負けてしまったのです。も日本政府の輸出用工業製品産業優先
部一括して受け入れなくてはならなく。環境汚染をなくすためなどの公的な１政策の表われです。
な り ま し た 。 目 的 で 、 自 由 貿 易 に 制 限 を か け る こ と ｜ ダ イ オ キ シ ン ・ 環 境 ホ ル モ ン 問 題 に

食品の安全などについてはＳＰＳ協が非常に難しくなりました。しかし外関連して考えてみても、たとえば日本
定（衛生協定）というものがあり、国国の行う環境行政などに、他国が□を１がある種のプラスティックを輸入禁止
際機関（たとえば国際食品規格委員挟むことは事実上不可能です。そこでや使用禁止にした場合、それが貿易摩
会・通称コ一テックス委員会）の作っ貿易で圧力をかけて環境保護政策をと擦を引き起こす可能性があります。日
だ基準を、各加盟国は原則として受けらせようとするわけですが、難しくな本がその措置を引き続きとりたけれ
入れなくてはならないなどとされていってきました。また、加盟国１３４か国ミば、科学的に正当性を証明しなくては
ます。たとえばある国が、何かの製品中１００か国がいわゆる途上国で、先進なりません。科学的に証明できなけれ
について、自国の基準に合格していな諸国と利害が対立しています。先進国ば輸入を認めるか、制裁措置を甘んじ
いとして輸入禁止措置を取った場合、が環境を強調すると、途上国では売るて受けなくてはなりません。

国際基準に合格していれば原則としてものがないと反発もあります。今のところヨーロッパ各国の方が、
輸 入 禁 止 に は で き ま せ ん 。 １ 会 員 の 皆 さ ん も ご 承 知 と 思 い ま す 日 本 よ り は る か に 進 ん だ 厳 し い 措 置 を
衛生や安全に関する国際基準は、本が、９９年１２月のシアトルでの閣僚会とっていますし、日本政府が予防原則
来各国が守らなくてはならない最低限議は失敗し、何もまとめられませんで１で塩ビのおもちゃなどを禁止する予定
の基準だったのですが、ＷＴＯのＳＰした。しかしそれで安心する訳にはいはなさそうなので紛争はおきないだろ
Ｓ協定により、それ以上厳しくしてはきません。日本は対米貿易黒字が非常うと思われるのがかえって残念です。
ならない基準に変貌してしまいましに大きく、日米貿易摩擦は８０年代以今年３月、幕張メッセで遺伝子組換
た。アメリカでは９０年ころから、自ミ降絶えたことかありません。そのため、え食品に関するコーデックス委員会特
国の権限が侵され、安全と環境が脅かここ２０年、常に市場開放のための規別部会が開かれました。ヨーロッパを
されるとして反対運動が盛んになって制緩和が推進されてきました。ＯＴＯ中心に、各国代表は「予防原則ＪＦ透
いました。１９９９年には、弁護士で消という市場開放問題の苦情受付窓□も明性」「追跡可能性」を主張しました。

費者運動家のラルフーネーダー氏らがあり、ＯＴＯ諮問会議の結論が天の声これらの考え方は、遺伝子組換え食品
設立した市民団体・パブリックーシテのように各行政官庁に下りてきます。だけでなく、ダイオキシン・環境ホル
ィズンが、「誰のための世界貿易か」最近の食品分野で言えば、ポストハモン対策にも当然適用されなくてはな
という報告書（この報告書のタイトル一ベスト（収穫後便用）農薬基準の受りません。今回は市民団体などＮＧＯ
の頭文字がＷＴＯ）を出し、ＷＴＯのけ入れ、製造年月日表示の廃止、抗生も数多く参加していました。国際貿易
悪影響を具体的に示しています。その物質ゼロ残存ルールの見直し、栄養補ルール作りにも私たちの声を反映させ
序章の一部の翻訳が、雑誌『世界』；助食品制度の創設など、次々と実施さ１る必要があります。

ＮＥｗｓＬＥＴｒＥＲｖｏｌ５＠



会場はいずれも東京霞ケ関弁護士会

館１０階

環 境 ホ ル モ ン 委 員 会

●５月２６日図
１８：００～２０：００（部屋未定）

広 報 委 員 会

●５月２３日出
１８：００～２０：００

ＺＩ 〃｜

（部屋未定）

国民会議には、現在４つの委員会が

あります。そのひとつが、このニュー

スレターの編集をしてきた編集委員会

で す。

このたび、編集委員会は広報委員会

に名称を変えました。ニュースの編集

ばかりでなく、ホームページの作成や、

マスコミ対策など、国民会議のさまざ

よな広報活動を担っていきます。

４ 三ＺＩ

「奪われし未来」の共著者であるダイアンーダマノスキさんが来日されます。

国民会議でも、現在、６月４日（日）に東京での講演会を企画中です。詳細は

追ってお知らせいたします。

また、国民会議の会員の方が呼びかけて、岡山でもダマノスキさんの講演会

が開催されることになりました。ぜひ岡山近郊の方はお出かけください。

日時：６月３日（土）午後２時から／場所：岡山県農業会館（ｔｅｌ：０８６-２３２-

２３７０）／演題：『奪われし未来』を取り戻すために（仮称）／会費］、０００

円／問い合わせ先：一井（ｔｅｌ：０９０-８７１４-２１７８）

ダイオキシン・環境ホルモン対策国

民会議は現在、初年度からご入会いた

だきました約Ｕ００名の方々から、２

年度目となる１９９９年１０月１日から

２０００年９月３０日までの年会費を納入

していただいておりますが、まだ全員

の 方 の 手 続 き が 終 了 して お り ま せ ん。

今後のより充実した活動のため、ぜひ

今後も引き続き会員として会費を納入

し、国民会議を支えて下さい。個人会

員は２、０００円、賛助会員は一口１０、０００

円です（口数をご確認下さい。増□歓

迎）。

お手数ですが、同封の「郵便振替用

紙」をご利用の上、

００１７０-１-５６６４２

ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議

にてご送金ください。

編 集 後 記 壽 磁 裏 員 Ｈ ｎ 佐 和 洋 亮

この度 、 私 の 愛 読 紙 で あ る 『 日 刊 ゲ ン ダ し よ う。

イ』企画の五木寛之氏選、ショートエッセ生きている今この時こそが人生だと、一

イ「わが人生の目的」（４００字以内）に入選瞬にして過ぎ去る点を人生だとするなら、

いたしましたので、その原稿を一部訂正し目的を考えることより、今の燃焼に力を注

ま し て 編 集 後 記 と さ せ て 頂 き ま す ー 。 ご う。

「 我 が 人 生 の 目 的 」 四 角 三 角 斜 線 な ど の 入 り 乱 れ た 線 が

私の人生を一本の直線だとして、さて、人生だとするなら、そんな成り行きまかせ

その目的とは何だろう。子供の頃はただ夢の勝手な人生には、勿論、目的などはない。

を見、大人になったら仕事や日常の生活に絵柄で表せなくなって、これからは、真

追われ、今、人生の折り返し点を過ぎてみ白の画用紙が人生だよと言われたら、私は

れば、今さら目的を考えるのはつらい。銀河鉄道の旅に出よう。その時は、行き先

人生を、輪廻の如き円に例えるなら、人は機関士任せ。

生とは同じようなことの繰り返しかも知れ人生ってよく判らないが、こんなことを

ない。目的を考えるのは、暇そうな来世に考えるのが人生の目的なのかも知れない。

ダイオキシン・環境ホルモン対策
国民会議
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編 集 協 力 ・ レ イ ア ウ ト
（介隠今工房キャップ

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ．５

＊国民会議事務局のＥ-ｍｏｉｌアドレスが変わりました。新アドレスは、ｋｏｋｕｍｉｎ＠ａｌｌｇｌｏｌ】ａｌ．ｎｅｌです。


